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佐野昌一が詳述していた米国特許無効判決の顛末と特許局への提言

時田元昭・小泉直彦＊（電子青史呵失命）

neWh01eCkcunstanCeSOfhvahdatiJlgDecisionforLangml血bUSPatentS

andSuggestionsAddressedtoJapanesePatentBWeaubyShoichiSan0．

MotoakiTbkida，NaohikoKoi2：umi＊CrheReseardlGroupofElectron・tubeHistory）

Abstract

Sもoid止Sano（1897－1949）iSdsohownaS‘‘恥ehtbeTOfSfthJapanカ，byhSpennameOf血ヱa（pTZyuEdUnn仇

Beforehi8deblltaSaprOfe88io血lwriter，hehadjoinedTもeElectroteclmicalLaboratory（瓦TOoftheCommunications

Department血ceApri119230凪ciany，buthehadbeenemployeda8aPrObationerforthepreoedingeightmonth8basedonhis

biogl・aphicalSketch．HchadbeenindlargeOfR＆I）inthefieldofwirelesscommunicationaswella8VaCuumtllbesuntil1927，

andthen，hewa88hi允edintothepatento伍ceworkinETL，untilhiBreSignationaround1938．

L姐gmuir，suHigh1yEvacuatedTube”patentinJapan仁bown88JPNo．272850nly）wa8believedtobewellkJlOWnaSaCruOl

barriertoentertheelectrontubeindustry，butthewholecircu皿8tanCe80finvahdatingdeci8ionintheU．S．A．could迦堕be払undin

tbeb00血，“Den血止annoReb81げ，1）・3）ぐmstoryofElec触）nTubes”幻hEnがsUmywberetoolはmu血re騨et．

WehavefoundveryinportantreportSCOnCerningabove－mentionedcase4）・5），bothcontributedin1931byS・Sano，himSel£

Stimuhtedbythesctworeport8，Wehavereviewedthegazette8OfU・S・PatentO凪ceonoeagainand払undthatatthefirst8tep，

therewereatlea月ttheerelahmgco・PendingapplicationS，SerialNo，795，609，No．795，610andNo．797，986filedOct．16／29，1913，

Al＄0，WehavefoundthatSerialNo，795，6090nαbecameUSPl，273，630andUSPl，273，783且80fJuly23，1918，andUSP

l，273，783waSreiSSueda8Re15，278880fJan．31，1922．More∋Ver，SerialNo．795，6108ndNo．797，9860nCebecameUSP

l，558，436andUSPl，558，437re8peCtivelyasofOct．20，1925，bllt£ndly，dloftbemwerededdedaSMbytbeSupreme

CourtoftheUhitedStatesonFeb．25，1931，repOrtedbyanEnghshnew8Paper，‘‘TheJapanAdvertiSer”datedMay27，1931・6）

ThewholecircumstiLnOeSinU．S．A．ne伐88itatedtheperiodofhbouteighteenyears（1913through1931）intotd．

However，inJapan，JPNo．27285wa8grantedFeb・19，1915，OnlyfotunonthSlaterthanit8applicationdateofOct・15，1914・

Wedo塁嘘thinkthatJaPaneSePatentBlばeauhadmadereasonablenece88aryeXaminationfortlli8PatentaPPlicationatall・

キーワード：ラングミュア，米国特許，無効判決，顛末，特許局，提言， SF作家，海野十三， 些堅旦二

軋angmuir，USPatent，invalidatingdeci8ion，Wholestory，PatentBureau，Su鍔e8tio√sFWdter，JuzaUnn0，ShoichiSano）

1．はじめに

佐野昌一こと海野十三は，『日本人名大事典　現代』（平凡社

1979）の122頁によれば，「日本SFの父」と呼ぶ向きもあり早

稲田大学理工学部を卒業後，逓信省電気試験所に勤務し，研

究のかたわら科学雑誌に小説を書きはじめ，昭和3（1928）年に

推理文壇に登場した旨記されている．

しかし実際には，その頃には電気試験所第四部員として電

子管の研究から特許事務担当に転身して，「通俗無線電話」を

標梼した月刊科学雄誌『本日のオヂラ』（右から左へと読む）の

ほか，帝国韓明協会の月刊雑誌『明蟹』（同じく右から左へと

読む）にも，頻繁に佐野もしくは海野の名前で多重投稿してお

り，特に昭和

この発表を思いつく となった二つの記事も，

同年の『竣明』10月号の「特許局へ一筆啓上（五）」4）と『ラヂ

オの日本』11月号の「眞空管特許の無数事件」句である．

雑誌名を最初だけ，敢えて逆向きに読ませる横書きとした

のは，当時の雑誌の表紙のとおりに忠実に再現したためであ

るが，これはいわゆる横書きではなく，1行が1文字ずつの

縦書きなのであるということを，いわき明星大学の国文学の

田嶋一夫教授に教わったのは，筆者が10年前に視覚表示装置

ⅣDpの人間工学規格刀SZ8513の原案qSO9241－3準拠）作成

に携わった際のことであった．（信学技報EⅡ汐4－49参牌）

上述の文献（5）の末尾に列挙されていた参考文献（二）句を国立

国会図書館の新聞閲覧室でマイクロフィルムから複写できた

ことが，日本の電子管工業の発展の揺藍期に，参入を目指す

あらゆる規模の製造業者にとって，実施許諾の製品分野の制限

や，法外な実施権料などの根拠となったラングミュア特許が，

米本国においては結局大審院無効判決に至ったという，異例の

1g年にも及んだ係争の顛末を解明する鍵となったのである．

佐野昌一という人物の電気試験所の正規の研究員としての

業黄や横顔についても，併せて浮き彫りにしておきたい．
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2．佐野昌一の電気試験所内部における業績

本論に入る前に，電気学会技術報告では疎かにされた電気試験

所第四部員としての佐野の業績を紹介しておく．

昨（2003）年の4月に電気学会の電気技術史研究会が纏めた技術

報告第926号「電気技術に果たした国立研究所の役割」の中では，

6，2　電子管・半導体の項目の中で，たった1箇所だけ，佐

野昌一の名前が次のように言及されている．（5＄頁，左段，上から

11～13行目）

1922年から1923年にかけて，電気試験所の田幸彦太郎，佐野

昌一らは青函間無線電話試験用の大型送信管（モリブデン陽極，

出力300W）を開発した。これは国産大型送信管の先駆けとなる

ものであった。（以下略）

この部分の執筆者は，「学際的」に選ばれたらしいが，「電気試験

所五十年史」の一節（450～451頁）しか調べなかったに相違ない．

しかし，英文Ab輔の中に記したように，その時期の佐野はま

だ早稲田大学在学中の実習生であり，正式採用後の研究員として

の5件の「電気試験所調査報告」と1件の「電気試験所研究報

告」が存在していることにまで思いを馳せることは，結果的にはとん

だミス・キャストだった執筆者には望むべくもなかったようである．

すなわち，国立国会図書館の蔵書目録を紐解けば，佐野昌一研

究員名義の報告類として，次のものを容易に拾い出せる．

番　号　　　発行年月　　　　表　　　題

（調）第16号　大正14／7　米国製眞空管一般特性表

（研）第161号　大正14／11眞空管の寿命の一例

（調）第20号　大正14／11　独国製眞空管一般特性表

（詞）第29号　大正15／9　英国製眞空管一般特性表

（調）第別号　　昭和か　3　1も－W織条の性質と直径‥・

（注：Th－Wヰリエーテッド．タングステン）

（調）第47号　　昭和2／12　　小型眞空管製造法について

これらのうち，最後のものだけは佐野研究員単独ではなく，梶原

幸技術員との連名になっており，第53号（昭和3／10発行）の「小

型眞空曹の特性其の1」以降は，梶原幸の単独名義で佐野の名

前が途絶えていて，第四部内で佐野が真空管研究室から特許事

務担当に転じた時期が，ほぼ昭和2（1氾刀年末位と見当がつく．

次に，特許事務を担当した時期の，電気試験所内部ではあまり正

当に評価されなかったらしい佐野もしくは海野名義による，外部の

雑誌への寄稿の様子を追うが，内容で名前を使い分けている．

3．特許事務担当者としての佐野の外部の雑誌への寄稿

『海野十三全集』全13＋2巻の末尾に当たる別巻2の十作品

リストの中には，何故か『教明』への頻繁な寄稿が全く見落とされ

ており，その中にこそ，本報告を動機付けられた「一筆啓上」シリー

ズだけでなく，佐野自身の人生の生き方に大きな転機を粛した「大

地震とへボ科学者」，或いは「一筆啓上」シリーズの尾を引いた特

許局の審査官との延長戦まであり，電気試験所の内部ではともかく，

世間では結構評判になった様子も窺われるのである．

一連の「一筆啓上」シリーズと，その前後の寄稿を時系列順に列

挙しただけでも以下のとおりである．

畳⊥互　生⊥＿旦　　　　表　題借着）

2＄／5　　昭　6／5

2＄／6　　昭　6／6

28／7　　昭　6／7

28／8　　昭　6／8

2名／9　　昭　6／9

28／10　　昭　6／10

29／1　昭　7／1

29／2　昭　7／2

「特許局へ一筆啓上（一）」（佐野）

「特許局へ一筆啓上（二）」（佐野）

「特許局へ一筆啓上（三）」（佐野）

「特許局へ一筆啓上（四）」（佐野）

「大地震とへボ科学者」（佐野）

「特許局へ一筆啓上（五）」（佐野）

「審査官より一筆啓上」（堀川）

「特許局へ二伸啓上」（佐野）

「一筆啓上」シリーズ全5回の各回の章建ての項目を列記すると，

以下のとおりになっており，異色のノン・エリート公務員として当時

の特許行政のあり方に注文をつけ刊、た功唐を高く評価したい．

宣教　　　　　各　章　の　構　成

（一）前置きと－、出願の拒絶通知の偉力

（二）　　　　二、洗んでも判らぬ特脾公報

三、標準活を使ってほいヽ

（三）　　　　四、書茸にも期限を附けよ

五、異議申立の簡易化

（四）　　　　大、理想の審査官

（五）　　　　七、文献整理は特訴局の任務か

八、特許判決文の不親切

佐野は，上記の最終章の中で，「ラングミュアの眞空管特許」にも

言及していたのである．

彼は同じ雑誌の同じ号の中でも，例えば上記の（三）と同じ号では

ペンネームの海野十三で「トーキー雑談」を，（四）と同じ号ではやは

りペンネームで「見世物風景」を寄稿するなど，電気試験所内では

「二足の草鞋」で上司から睨まれそうな公務員だったに違いない．

その様子を如実に示すような当時の電気試験所の執務室で撮影

された写真が，『海野十三全集戯騰1（三一書房1991）の口絵写

真に見られるので，下部の余白を割いてご覧にM．

海野十三（左）と同僚（五反田電気試験所第4部・

佐野昌一研究員の部屋で）〔昭和6年3月6日〕

写真1．自室で玩具を弄びながら科学小説の構想を練る（？）海野ら
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4．米国特許番号の探索と特定

文献（5）の末尾には，（一）から（四）までの参考文献が列挙されて

いるが，最初の「国民新聞」夕刊，昭和六年五月廿七日（水）の（二）

面には，ラヂオ眞空管特許は無効との見出しを付けて，

【ワシントン廿五日費電通】廿五

日米国大審院はゼネラル電気含社

所有のラングミア氏鞍明にかゝる

ラヂオ眞空管の専膏特許権問題に

つき倉社の右特許権は無効なりと

の判決を下した（注：縦書き，振り仮名つき）

と報じたのに止まり，それ以上，何ら具体的な情報はなかった．

それにひきかえ（二）は「ザ・ジャパン・アドヴァータイザ一紙（東

京）一九三一年五月二十七日記事。」と縦書きになっていて，それ
ケ　｝　が英字紙なのかどうかも確信が持てず，国会図書館の新聞閲覧室

で自ら検索しても，所蔵の有無がはっきりせず，係員に「駄目でもと

もと」のつもりで問い合わせてみた．

すると，何やら表には出していない「虎の巻」のようなリストを来館

者の手が届かない後ろの棚から引っ張りだして調べ，欠落した目

付けもあるものの，運が良ければマイクロフィルムの中に見つかる

可能性があると分かって，期待が大きく膨らんだのであった．

そして，探し当てたTheJapanAdvertiserの紙面は実に衝撃的で

あった．（購求／6．5．27／帝囲園書館の丸いゴム印押捺）

紙名の大きな活字の右の余白には，【mPAR二nALandACCURATE

血胱耶】との4行が枠内に中央揃えである一方，左の余白には，

lNDEPENDENTandCONSTTuJCTNEinPolicy］との4行が配置され，

COURTINVALIDATES

RAI）IOTUBEPATENT

セノヽ′
GeneralElechcl，OSeSl．Nlg－

muirPdedgeinFinalDeci－

SionA鮎rhmgLidgation

CASEHEARDFOURTIMES

CoveredAllApplinerandOsc止－

latorDevicesUsedinBodl

TranSm血喝andReceiving

Ni脚lD叩」U最tdness

WASHNGTON．May　25．－The

StpremeCourtoftheUniIedStAIsto－

dayruledthattheI，angnuirradiode

p釦印鹿，nOWOWndby也eGen訂d

El血cCompa町，S血e叫，訂eh

vahd．

との幾重もの見出しの後に

kOeptionMade／Opi扇onR醐ed

の二つの段落が，それぞれ3＄行と鵬行の記事で掲載されており，

肝心の米国特許の番号も前半の段落の後半部分に，無効判決の

理由などとともに明らかにされているのであった．（以下べタ打ちで

改行箇所は紙面と異なる）…下線は，筆者が追記．

他山喝m血p鍍ent，No．1，55も43らW出師血dO血ぬα20，19が，

OnaPPlicalionnledOctobq16，1913．JudgeMornSiJ）thedistnct

COdinWilmington，NewJers町，heldthepatentinvahdonthrec

grounds：becauseofandciadonandw釘110finventio becauseof

horinventionandbecauseof rlOruSe．AppcalwastAkentothe

CircuitCourtofAppealshrdleThirdCircuit，Which，OmOctdber2，

1929，仙血edeckionor血6血血d∝〉血hap訂血am

qpinion，WhchadqptedtheqpinionofJudgeMouk，withJudge

B血紗m血血8．（以下，q血im鮎Ⅴ耶由の段落に移る．）

ラングミュアの特許のうちの一つの番号が分かったことに勇気付

けられて，早速経済産業省別館の第二閲覧室に予約を入れておき

19が（大正14）年10月20日付けの米国特許公報（0伍C血Gaa沈ぬ）

…以下，0．G．と略記する…を取り寄せた上で，上記の番号の近傍

に同一人物の関連ある特許の有無を確かめた．

すると果たせるかな，上記の番号と1番違いで，全く異なる図面を

もとにしたNo．1，558，437も併せて見つかった．

この頁の以下の余白には，先ず¶元J叩anA血血に番号があ

ったUSPNo．1，558，436の0．G．記載事項を示す．

1．558．436．ELECTfuCAL DISCHARGI重　APPARATljS

AND PROC瓦SS OF yREは－ARING AND USING　でEE

SAME．IRV川G LANGA王Ulll，SclユeneCtady．ポ・Y・．aS－

8ignor to（jeTLera．l Electric CorE］pany．a Corporation of

NeW YoI・lf．Filed Oct．16．1913，Sel・inl No．795．610．

RelleWed M：lr．14，191G SerialNo S4，242・32Claizns・

（Cl．2三川－27．）

1．A discharge tubel］aVi）lg Clectl・Odes atlcast one of

TYhlchiS adaptea to etz）it clectrons，tbe gas contcnt or

residue of said tube and the rellLtiotl Of the parts of the

t11be being such that the tubeis capable ofbeillgSO Oper－

atcdin a range be10W SaturatioTl tuld materlally ubove

ioIli組tion YOltages that the govcrnizlg Orlimiting actiot1

0cTOB瓦且20，1925　　　　　　　　　tT．S．PATE壬

On the　8paCe current due to the electric　丘eld of said

eleetronsis Subgtanually una圧eeted by poSitiYeioni孤tion

and by secotldary eleeLron emisslon from tbe walls of

図1．米国特許No．1，55も436の0．G．記載事項

（末尾の4行は前頁から改頁した残り）
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図1に示した0．G．では，32ある請求範囲（daim）のうち，最初の1

件のみしか記載されていないが，全文明細書を読めば明らかなよう

に，いわゆる3月乗法則に従う電圧対電流特性を示す数式を持

ち出して，請求範囲の13．や15．の中でも，……3佗叩Of鵬

vol鴫野．と謳っているので，この特許は「電圧の2分の3乗法則に

従う電流特性を持つ」ことを主眼としたものと言える．

そしてこの特許の全文明細書は図面1頁を別にして合計9頁か

らなるが，その5貫目の左段には出願番号がこの特許の出願番号

であるSddNo．795，610よりも1番だけ若いSd血No．795，609で，

191各年7月23日に特許として一旦は認められたものであるUSp

No．1，273，783の存在をも明らかにしている．

そこで，USpNo．1，55も437よりも先に，1918（大正乃年7月か目

付けの0．G．で，再度USPNo．1273，7S3並びにその関連特許の存

在の有無を調べた．それで見つかったのが，USpNo．1，273，783だ

けでなく，SeddNo．795，6脚の部分的付加物（∝血由onhp叫）

という位置付けのUSPNo．1273，630まで出現した．

それら2件の0．6，記載事項を，図2並びに図3として特許番号

順に以下に示す．

1，273－6301コ駄L瓦CTRON一〇ISeEARQEAPPARAでUS．ImY＿

川G LAポGMVIR．Sebeneetady，N．アリaSS五gnor to Oeneral

Electric CoIZ）pany，a Corpor＆tioz10f New York．Cozl＿

tlnuationinpartofappliCationSerialNo・795．609．別ed

O⊂Ll6，1913t Th王s appli蝕uOn丘led Feb．20，1918．

Serialが〇・218，200．（Cl．250－27．）
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図2．米国特許No．1，273，630の0．G．記載事項

（0．G．S86頁の左段から右段へと途中で改行）

この特許の場合は，全部で8項目の請求範囲のうち，最初の2

項目に限って，0．G．に掲載されているほか，原出願日よりも4年と4

か月経過した時点で，別の出願番号が付与されている．

引き続いて，図3としてUSPNo．1273，7＄3の0．6．記載事項を以

下に示す．

1．273．783．ELECTRON－DISCHARGEApPARATUS．IRV＿
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1916・Sel’ialが〇・8哩・（Cl・250－27．）
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図3．米国特許No．1，273，783の0．G．記載事項

（0．G．925頁から926頁へと途中で改頁）

この特許の場合は，全部で20項目の請求範囲のうち，最初と最

後及び8番目の3項目に限って，0．G．に掲載されているほか，

原出願日よりも2年と5か月経過した時点で，更新による新たな出

願番号が付与されており，その番号は前頁の図1に示したUSpNo．

1，558，436の更新後の新たな出願番号より1番若く，同じ日に更新

の手続きがとられたことが明らかである．

また，最初の請求範囲から“鮎由ly6V血倒Ⅳel叩（e）”と謳って

いるとおり，これは高度な真空を特徴とする，いわゆるハードバル

ブ特許もしくは硬真空管特許に相当するものであり，佐野昌一が文

献（5）の中で「出願の営初に於ては、請求範囲は、二十八ヶ候であ

ったもの…」と述べているのは，図2及び図3の双方，すなわち原

出願番号のSd血No．795，6脚の段階では8十2昨夏各項目の請求

範囲であったこととして，話として辻榛が合っていることも分かる．

ただ，USPNo．1273，783については，別の非公式な経路で入手

した，図面の上に「再発行版」の存在を示唆するものがあり，事実，

鮎．15，278なる明細書が1922（大正11）年1月31日に出ている．
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ところが，「好事魔多し」とは良く言ったもので，経済産業省別館の

第二閲覧室に事前予約で1922年の1～2月の0．G．を取り寄せて

おき，勇躍調べに出向いたところ，特許庁側で合本に綴じて製本さ

れた1冊には，1月31日に発行された週刊の筈の0．G．が，すっぽ

り欠落していたのである．

従って，米本国に伝手を求めるなどしなければ，鮎，1527Sの

0．G．が全文をどの程度抄録したものかは見ることは出来ない．

しかし，その全文明細は別に予約もしないで第二閲覧室に出向

きさえすれば，自力で開架式の書庫を探して閲覧と複写もできるの

で，USPNo．1273，783がRa15278に移行することでどのように

変わったかは手に取って思いのままに確かめることができる．

先ず，図面に関する限り，両者は寸分違わない．ところが請求範

囲の数はと見れば，前者で20項目だったものが，再発行版では

41項目に倍増以上となっているのである．

ムノーヽ′　　uspNo・1刀3，7＄3は，原出願番号のSddNo．795，609が2年

と5か月後にSddNo．S4241として更新されたことは既に図3の

説明で述べたが，再発行版の出願は，1919（大正名）年4月刀日

にS訂ialNo．2922相としてファイルされたものである．

ところで，USPNo．1，273，630及びUSPNo．1，273，7＄3の全文明

細を第二閲覧室で閲覧並びに複写もしたが，それらの双方ともに，

最終的には無効となって「紙屑」同然となった資料であることを示唆

する注意書きがフォントを小さめに変えて，その代わりに1段組の中

央揃えの太字で印刷されているのであった．

その文章とは，下記のとおりである．（改行箇所は1か所のみ）

Copbd血由匹鮎ntm町kobb血dhr丘ve吼b蝕血9byd血闇農i喝

血e－用mm血si仙erOIn山北I，（改行）W鮎坤n，D．C”

この2行の付記が何を意味するかは，解釈が難しいので読者諸

賢のお一人それぞれに委ねたいが，非常に珍しく滅多に見られな

いものであるのは確かであるので，敢えて特筆しておく値打ちはあ

ると思う．ただ，一旦特許として成立した後，司法の場で何年もかか

も」　諾芸芸慧㌫票；慧器…芸話芸よ
範囲の外で決まったこととして，突き放したものとは考えられよう．

それにしても，R8．15，278の存在は，丁度それの抄録が掲載され

た192（大正11）年1月31日の0．G．が合本に丸々1冊欠落して

いて見落し易い状況であったにも拘らず，非公式に入手できた

USPNo．1273，783の，上述の「紙屑」を示す2行の付記がない代

わりに，本文に先立ってファイルされる図面の上部に，長方形の枠

がついたゴム印で，

【R臼SSUED／ASNO15278／13122】

と表示された資料のコピーは，困難な逆引きを容易に実行させて

貰えたという意味で，その資料の提供者には，本発表の連名に一

枚加わって戴きたい位の有難さを痛感しているのである．

とにかく，特許関係の資料の複雑さ・分かり難さは，筆者も現役時

代の頃から悩ませられたものであり，それはむしろ他人に正確に内

容を把握させないようにすることが，自己防衛のための技術としても

重要であるとされることは，「素人」には理解が困難であろう．

さて，これで漸くUSPNo．1，558，437に諸藩を移すことができる段

階に来た・これがまた，結構ドイツ特許との共通性・非同一性という

観点から謎めいているのである．

図1に示したUSPNo．1，55叫36の直後に続いているUSPNo．

1，558，437の0．G．記載事項を，図4として以下に示す．

1，558．437．ELECTRICAI．DISC甘ARGE AfPARAでUS．

Ⅰ皿Ⅴ川GIJ▲NO出口IR－SebeneCtady，N．Y・，8881gnOrtO Gen－

eral丑leetrie Company，a CoTpOration of］Ⅳ引Ⅳ　■YoTk．

FHed Oct・29，1913，Serial N0．797．986．Re山師ed Feb．

29，1924．33Claims．（CL250－27．）
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electron－emitting（athode，an anO e，a COtl uCtOr t erein
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Said e召すelope for Yarybg址e eledroI】disd姐でge betveen

Sajd eatbode and．anode．

2．An eleetdcal diSCbarge apparatnS．COmpnSⅧg an

electrozl－emitting cat】ユOde，an aZ｝Ode．＆n enVelope tbere－

for，組id electfOdes8md tbe Gpaeein弧id enYelope加hg

freed fro皿　gaS tO a degree permitting a　＄ubst且nti811y

Pure electronTdischzLrge tO take place therei皿　Without

gagionkauDn，a eOndue也ng t】Odyin Said enYelopelo－

eated near也e eatbode，and880nree Of poten血l baマing

its positive terminaユ　COnneCted．to　6aid bodyiLLdits

negAti▼e terminal．directly to the eathode．

15，P8raⅡel suppOr血g memberB，且nd　8　818menkry

thermionic cathodeiLBtdatiJ］Ely＿StlppO7：ted＆t．＆pllra追ty

Of point且　thereby，且　grid frame at e且eb side of　6aid
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Said frameS．

22・AEl eVaCuated vessel cont且iniJlg a丘lament electrode
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tⅣeen tbe　丘lament and tbe　丘rst cold dectTOde，and a

tbhd eold electrodelocated t妃tVeen tbe　丘lame∬t and
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図4．米国特許No．1，55も437の0．G．記載事項

（図1に示したものの直後に続いて掲載）

この特許の図面は，図1～3とは明らかに構造や設計思想が異な

るものであるが，ただ1点，図3の場合と共通することがある．

それは，図3でも下線を付記したように，この特許の方にも“嘲y

evaM融孤Yelqp♂’なる文言が33項目もの請求範囲の筆頭に挙

げられているのである．

これでは，この特許とUSpNo．1，273，783とでは，いわゆるハード

バルブ特許だの硬真空管特許だののご本尊は，一体どちらが主で

どちらが従なのか，よく分からなくなってしまう．

因みに，文献（5）で佐野が「都合百ケ侯」と記した請求範囲の数は，

Re・15278（41）＋No．1，55S，436（32）＋No．1，55も437（33）＝106である．
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5．USPN0．1，558－437とDRPNr．293539の二面性

前章の最後に示したUSpNo．1，558，437の全文明細を見たとき，

0．G．には省略されたもう一つの図面や幾つかの回路図も含めて，

別のどこかで見覚えがあることを思い出した．

それは，文献（1）の11頁左段の最下行から右段の上から7行目

までの記述の中に，参考文献19）として，28頁の一覧表の中に，

19）ドイツ特許293539参照

と書かれていることから，そのドイツ特許の全文明細を入手してい

たからであった．すなわち，以下の＄行の根拠を示すものである．

ラングミュアは，三極管の制御格子と陰極の間

に，さらに正電位の格子（空間電荷格子といわれ

る）を入れ，陰極から電子を引き出してこれを制

御格子で制御する四極管を考えて，1913年10月

に特許申請した19）．この構造では，陰極の前方の電

子による負の空間電荷が正電位の格子で中和され

るので，低い陽極電圧でも電流が流れることにな

る．

本頁の右段に図5．として上記のドイツ特許の明細書の第1頁を

かなり縮小して示したが，米国における1913年10月29日付け

（図4の原出願日とも完全に一致）の優先権の存在を主張する一方，

図6．に示した全ての図面が，USPNo．1，558，437の図面と合致する

ので，これらの米・独2国の特許は，本来ならば完全に一致・対応

する内容であって然るべき筈である．

上記部分の執筆者である澤田良嘉氏によれば，ドイツ特許の明

細書の中の“址かIy餌aCl血mv6bpe”に対応する文言は，右に

示した図5．でも辛うじて確認できる，左．段の7行目から8行目にか

けての，“・・・，die血eGasionisation（改行）bzw．0lmeG拡Ieihmg

a止eiten．”という言葉での言い換えに止まっていて，ドイツではこ

れが高真空度管特許とは考えられていないもののようである．

言うなれば，ラングミュアは同じ図面を使って米国とドイツとでは

実質的には異なる請求範囲で，恰も対応するように見せ掛けて，

「二枚舌」のような特許の権利化を画策したように思われる．

日本の特許第27285号の全文明細書について，その意図すると

ころは単に請求範囲だけではなく，先ず「嬰明ノ性質及ヒ目的ノ

要領」に言う「高度ノ排気ヲ行ヒ…」とは，英文で言うところの
“bguy eVaC融mVelq匹カであって，真空ポンプの性能向上が

実現の手段であるに過ぎない．

次に，「特許請求ノ範囲」の筆頭項目では，「－　‥‥‥…適用電

圧ノ二分ノ三乗二従ヒテ……」とは，高度の排気が行われた暁には

実現されるであろう電圧対電流特性の，実験的にCh且dによっ

て1912年には既に発見されていた数学的な式で表すことが出来

る法則であり，出癖以前の発見（血S00VeW）が断じて発明（bve血0可

であるなどと言える筋合いはないわけである．3佗乗法則のことは，

KarlRSpangenbergの名著‘‘vacuumTubes”に，Child－Langmuir’s

Lawとあるが，L叩m血は追試で確かめたに過ぎない．

それがわが国のその種の教科書では，恰もラングミュア単う虫の業

債であるかのような記述にさえなっている場合も珍しくなく，そのよう

な本で学んだ方たちは，C上山dに失礼な認識を持っただけでなく，

憎んでも罰が当たらない筈のラングミュアにひそかな好意をさえ持

つ方も稀ではない．

米国では無効となった情報が明らかになった後までも，日本では

基本的権利期間のさらなる延長までも認められたことの不正義に，

国家公務員ながら異を唱えた佐野の愛国心に拍手喝采を送る．
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図5．ドイツ特許Nr．293539の全文明細の第1貢

P段組の本文のすぐ上の2行に米国出願の優先権を主張）
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図6・ドイツ特許油，293539の図面F短．1．～F短．5．

（左上のFig．1，は図4の中の図と殆ど同q



6．ラングミュアの人物評価について

最初の方で，佐野昌一・海野十三についてもその人柄に考察を

加えたので，公平を期する意味で，真数は標準より超過するが，外

国人であるラングミュアについても，一応目配りをしておくことは，無

駄ではないであろう．

それには，日本より海外で出版された英文の百科事典が良さそう

なことを，経験的に気付いているので，手近に閲覧できる茂原市立

図書館で利用できた叫1叩d血Am由C皿a（写真2．）によった．

米国人でありながら，ドイツのゲッティンゲン大学にも留学したラ

ングミュアにとっては，ドイツ語も十分使いこなせ，ドイツ特許も自分

の考えどおりに作文したであろうが，そのことが却って欧州の電子

管関係者には「新世界」の要注意人物として，その特許出願の動向

が警戒的に見張られていても至極当然な話であった筈である．

dl　　審査期間の長短はともかく，審査の厳しい米国で，12年もかけて

更新や再発行を連発し，一旦特許になった後の裁判では，公知・

公用との理由で特許性なしとの判決を受けたことは，ノーベル化学

賞の受賞者の彼には歴史上の汚点として残ったとも言える．

7．米国出願の時系列的まとめ

4．章の散文的記述では読者の頭の整理もつき難いと思われるの

で，年月日順に各出願番号のものが，時簡的にどのように変貌して

いったかを，関連ある事項も交えて整理しておくと有益と思われる．

そのような観点から，以下のとおりに年表にまとめた．

生乳旦　　　　　　　特　記　事　項

1913／10／16　S血No．795，6脚と7粥，610の出願が丘kされた．

1913／1α汐　S訂idNo．797，9鮎の出願が丘kされた．

191〟lW15　日本への出願がなされた．（後の特許第272＄5号）

1914／10r30　ドイツで軋DRPNr．293539巨図5）が成立した．

1915佃か19　日本ではたったの4か月強しか経ないで成立した．

1916の3／14　S血No．7粥，伽9がS血dNo．糾241に更新された．

〝　　SddNo．795，610も鮎血1No．糾242に更新された．

191馴氾佗O SddNo，乃5，6脚の片割れがNo．21g200になった．

1918畑〃か　SddNo．218200がUSPNo．1才乃，630になった．

〝　　Se血No．糾プ41がUSPNo．12乃，7S3になった．

191卯胴佗3　USPNo．1273，7幻の再発行用の出願が，SddNo．

29221Sとして丘kされた．

1922用1β1前記のSddNo．29221SがRe．1527gになった．

1924の2佗9　SddNo．797，9鮎が更新された．（新たな番号不明）

19日の3／2　日本でもラヂオの放送が始まった．

19が〃α20　SddNo．糾242がUSPNo．155も436に漸くなった．

〝　　更新されたSすidNo．7卯，9鮎もUSPNo．1，55も437

に漸くなった．（発明・出願側と特許庁間はここまで）

19が／10佗l～米国特許庁から裁判所側に係争の舞台が移った．

1931用5佗7　日本の新聞各紙が大審院の無効判決を報道した．

（大審院の決定自体は米国東部時間で1931／0ガが）

1935のガ19　日本特許第27罰5号の延長された権利期間満了．

lc叩donの転職

Dr．lⅣIngL。ngmUlrWOn竹10NobdP血o

indlemistryin1932fbrhisresecrchon

SUdqcoroqdionsoIS01ids．

TH【m仙NNARCl‖V【

写真2．LANGMUIR，bving（1881－1957）の顔写真

（出典：Enc叩1叩diaAmdcm，p．725右下隅）

8．おわりに

この発表を思い立った頃には，まさかTheJapanAdverdscrにこ

れ程まで微に入り細に亘った法廷段階の裁判の経過が明らかにさ

れているとは予想もできなかった．

文献（1）～（3）は，電気技術史の研究に際して数多く参照される機

会の多い権威ある文献であることが望まれるので，その内容を一層

充実させたいという願望から文献（1）の中の複数の執筆者の足並み

の乱れの模様にも紙面を割くつもりであった．

しかし，英字紙のインパクトは内外の「特許」の文化や行政面での

格差の隔たりを，この際，出来るだけクローズアップすることがより

意義のあることに気付いて大幅に執筆方針を転換した．

幸い，親睦を兼ねた勉強会として，「電子脅え河東令」が作られ，

ほぼ月例的に持ち寄った資料による談論風発を楽しんでいる、

そこに持ち寄られた資料をもとに，この発表もまとめることができた

もので，わが国における電子管の黎明期に大きな問題となった特

許にまつわる事件の真相を，文字どおり「温故知新」の作業でかな

りの程度まで解明に成功したように思われる．

なお，筆者の前報，HEE〃3－09にも言及したベルリン工科大学博

士課程在籍の永瀬ライマー桂子夫人には，ドイツ特許の全文明細

書の入手のほか，ジーメンス杜における電子管の50年の歩みに

関する原語のままの貴重な文献も提供して戴き，深く感謝する．
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